
【申込先】 長崎平和文化研究所 ☎095-838-4835（所長室）／095-838-5128

①お名前 ②ご住所 ③ご自分のメールアドレスまたはFax番号④どの回か(複数可) ⑤参加方法（WEBまた
は会場）を明記していただき、下記のメール又はFax宛てにお申し込みください。

メール: peace@NiAS.ac.jp
Fax ： 095-839-0584

長崎平和文化研究所・附属図書館共催

（WEB講演会）

■被害、加害、そして平和

切明千枝子 氏

1929年生まれ。15歳の時に広島で
被爆。戦時中に兵器補給廠や被服
支廠で働いたことを加害と捉え、旧
陸軍被服支廠保存に声を上げる。

【お願い】状況によっては講演中止とさせていただく場合がございます。
会場にお越しの方は、感染拡大防止のため以下の事項にご協力ください。

長崎平和文化研究所「都市の記憶」講演は、 “長崎”が世界に重要な
意味のある町であることを再確認し、未来に受け継ぐ歴史，文化、
そして平和について皆さまとともに考えて参ります。今回は、軍都
「広島」「長崎」で戦時下を過ごされたお２人ならびに被爆二世に、
体験，加害，そして平和への道を語っていただきます。

※ WEB講演です。下記にお申込み後、メールでZoom参加URLを送信します。

できる限りZoomでの参加をお願いします。オンライン環境がない方は下記会場での視聴が可能です。

総合資格学院長崎校 長崎市江戸町6-5 江戸町センタービル 4F
Tel : 095-816-3611

■長崎で考える加害と被害

森口貢 氏

長崎の証言の会事務局長。家近くの
造船所が爆撃され、一時疎開。8月
20日に長崎に戻り8歳で間接被爆。
被爆体験の出版や講話に尽力する。

■被爆二世運動の意義と展望
―将来世代を含む核被害者の
人権確立と核廃絶をめざして―

崎山昇 氏

全国被爆二世団体連絡協議会会長。
長崎市の被爆二世健康記録簿交付に
貢献するなど、法的支援を求め活動。

マスクの着用に
ご協力ください

手指の消毒に
ご協力ください

WEB参加を
お願いします

間隔を空けて
ください

体調不良の方は
ご遠慮ください

事前申し込み
が必要です
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都市の記憶Ⅸ/Ⅹ/Ⅺ

機器設置・視聴会場

（土）
7/24
14時-16時

（土）
7/31
14時-16時

（土）
8 /7
14時-16時

参加無料

事 前
予約制


